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ショウガの塊茎肥大におよぽす晶種および

　掘取り時期の影響

田口章一・塩谷民一

　1。緒　　言

　シ＝ヨウグは香辛野菜としてわが国の食生活に・

独特な消費をもち，地域の特産的野菜として産

地が形成されている．本県で．も県南部の葛生・

田沼・壬生などで長い栽培の歴史をもち，これ

までつけ物用として約100haのまとまった産地

がある．最近稲作転換作物としてかなり増加し，

さちにハウス栽培にまる根ショウガや葉ショウ

ガの早出し栽培も増加している．

　このような栽培面積の増大の傾向のなかで，

各作型とそれに応じた品種の導入が行なわれて

いるが，これらの栽培技術はこれまでにまとま

った研究がないので，もっぱら先進地における

篤農技術仁依存している状況である．

　そこで，佐野分場では地域産地の振興上数年

来ショウガに関する研究に着手してきたが，ま

ず導入されている品種の塊茎肥大の特性と掘取

り時期が塊茎肥大におよぼす影響について，2

3の結果をえたので取りまとめて報告する．

　試験の実施ならぴに本稿の取りまとめにあた

り，ご指導をいただいた加藤昭分場長に謝意を

表する．

　II．試験方法

　品種間差異については，1969年〜70年にわた

り，供試品種は晩生種の台湾，中晩生種の中太，

早生種の三州を用い，種球の大きさは品種ごと

に台湾ぱ’69年に120g，’70年には200g，中太

は’69年に100g，’70年には170g，三州は両年

ともに80gを用いた．

　塊茎の分球肥大を時期別に明らかにするため，
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’69年には5月1日に植付け，6月19日より1か

月ごとに，’70年には5月4日に植付け，6月12

日より15日ごとに5〜10株を用いて，庵原11の

方法に準じて調査した．

　種茎の掘取り時期については，　68年に三州

を用いて9月20日，10月2日，11月4日の3回

に掘取り，簡易貯蔵して12月14日に植付けた．

種茎章は�u当たり10kgとし，、地温を25℃に設定

したハウス内電熱床を用い，伏せ込み後124日

目に収穫し調査した．’69年には，中太と三州を

用，

いて10月11日と11月12日の2回に掘取り，慣

行の横穴に貯蔵して60，90，120，150日後に植

付けた．地温を20℃に設定したほかは前年と同

様とし，いずれも伏せ込み後60白自庭収穫し調

査した．

　m．結果および考察

　1．地上部の発育

　出芽は各品種とも約1か月を要し，草たけの

伸長は7月に入り気温の上昇とともに旺盛とな

ったが，台湾ど中太では8月中旬まで伸長は順

調に進み，その後は緩慢となり1三州の伸長最

盛期は台湾や中太に比べやや早かった．

　茎数はいずれの品種も草たけの伸びが緩慢と

なる8月ごろより急増して，10月に最高を示し

た．品種間では三州が多く，次いで中太，台湾

の順であり，大ショウガほど少なかった．

　2．分球相

　分球相を時期別に調査した’70年の結果は第

1表のとおりである。いずれの品種も第1次分

球は6月12日には1株当たり1．5個以上あって，
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